
令和6年1月15日

静岡県豚熱経口ワクチン対策協議会

委託業務名：令和５年度冬期豚熱経口ワクチン空中散布業務委託

上記委託業務の公募型企画提案について質問がありましたので、次のとおり回答します。

No. 資料名 ページ 項目名等

質
問
プロジェクターを使用しないこと。とあるが、紙の提案書類等のみでのプレゼンテーションとなるのか。

回
答
プレゼンテーションは、紙の企画提案書等と口頭による説明により行います。

質
問
空中散布地域および離着陸場所は豚熱の発生状況や必要に応じて変更する可能性があるが、変更し費用が増減
した場合、契約金額も変更となるか。

回
答
散布地域の増減がある際やそれに伴う離着陸場所の増減がある場合は、増減した散布面積等に応じて契約金額
の変更を行います。

質
問
離着陸場所の変更ではなく、追加し、複数箇所で実施することは可能か。

回
答
離着陸場所を複数とすることは想定しておりませんが、必要に応じて、受託者選定後協議いたします。

質
問
畜舎等の情報について、静岡県内に限らず散布に隣接する山梨県側の情報も提供いただけるか。

回
答
受託者選定後の契約締結協議にて対応を決定いたします。

質
問
安全対策に要した費用のうち、委託料（契約金額）を超えて発生した費用については、甲乙協議の上精算となるか。

回
答
必要な安全対策に係る全ての経費を積算し、委託料を算出してください。

質
問
予備ワクチンの数の確認と対応方法の連絡は、前日までに可能か。

回
答

予備ワクチンの個数をお伝えすることは可能です。散布当日は経口ワクチンの不足に備え、甲は予備のワクチンを
持参します。持参したワクチンで充足した場合であって、予備ワクチンが余った際には、乙が散布可能であれば、甲
は乙に予備ワクチンの散布を依頼することがあります。そのため、対応方法を事前にお伝えすることはできません。

質
問
甲が同乗を求めた場合、乙は必ず同乗に応じなければならないか。

回
答
履行確認のために同乗を依頼することがありますが、搭乗する人員数や機材の容量等により、同乗できない場合
は、ビデオカメラ等による機内からの散布風景の撮影を依頼することがあります。

質
問
廃棄物は何を想定されているか。また、廃棄物が発生し、乙にて処理した場合、処理について報告を求めるか。

回
答
経口ワクチンの散布のために乙が行った業務により発生した廃棄物を想定しております。処理の報告は求めており
ません。

質
問
（１）変更等の報告を散布当日中に電話で報告する。とあるが、現場にいる協議会の方に、直接伝える事で代わりと
なるか。

回
答
ご認識のとおりです。

質
問
事業効果および事業成果と記載されているが、具体的にどのような効果および成果を示すか。

回
答
手引き」※１および「募集要領」※２に記載された本委託業務の目的や期待される効果および成果が何かを、企画
提案する事業者が理解しているか否かが審査の基準です。

※１　手引き　：CSF野生イノシシ経口ワクチン散布　空中散布の準備と実施の手引き（令和２年７月９日　農林水産省　消費・安全局）

※２　募集要領　：令和５年度冬期豚熱経口ワクチン空中散布業務委託公募型企画提案募集要領

令和５年度冬期豚熱経口ワクチン空中散布業務委託公募型企画提案に関する質問回答書

質問/回答

1 募集要領 ４
５　選定の方式
（２）実施方法

2 仕様書 １ ２　委託業務地域

3 仕様書 １ ２　委託業務地域

4 仕様書 ２
６　業務内容
（２）運航計画の作成

5 仕様書 ３
６　業務内容
（４）ヘリポートの安全対策

6 仕様書 ３
６　業務内容
（５）経口ワクチンの準備

7 仕様書 ３
６　業務内容
（７）空中散布の実施

8 仕様書 ４
６　業務内容
（８）廃棄物の処理

9 仕様書 ４ ７　業務完了後の提出書類等

10 審査要領 ３　審査基準


